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日 時 令和 8年 2月 26日（木）15:00～16:00 

会 場 広葉交流センター2階 研修室 

出 席 者 角 幸博（座長）、藤井 浩（副座長）、平井 卓郎、森 朋子、中井 誠一 

オ ブ ザ ー

バー 

北広島市建設部都市整備課主査 浅野 静男 

北広島市建設部都市整備課主任 臼木 幸大 

北広島市建設部建築課長 瀬田松 秀一 

北広島市建設部建築課主査 真田 朋幸 

北広島市建設部建築課主任 田中 大樹 

事 務 局 北広島市教育部教育部長 尾崎 英輝 

北広島市教育部エコミュージアムセンターセンター長 記内 崇 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主査 畠 誠 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主任 黒田 弘子 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主任 吉村 くるみ 

北広島市教育部エコミュージアムセンター主任 小杉 宇海 

工事監理業者 北電総合設計株式会社 大日向 宣也 

展示製作業務委託業者 株式会社乃村工藝社 深尾 望 

展示製作業務委託業者 株式会社乃村工藝社 加藤 明 

会 議 次 第 1 開 会 

2 意見交換事項 

 ・旧島松駅逓所工事終了報告について 

 ・旧島松駅逓所展示製作の進捗状況について 

 ・次年度以降の整備内容とスケジュールについて 

3 その他 

4 閉 会 

 

 

１ 開会 

 

２ 意見交換事項 

○旧島松駅逓所工事終了報告について 

  事務局より資料 1に沿って説明（工事の概要、工事状況写真、進行中の事項及び今後 

の予定等） 

 

○旧島松駅逓所展示製作の進捗状況について 

  株式会社乃村工藝社より資料 2に沿って説明（展示概要、進捗状況等） 

 

・構 成 員： 囲炉裏のセンサーなど、機器のメンテナンスについて確認したい。プ

ロジェクターは畳の上に置くことになるのか等、再度展示イメージに

ついてもご説明いただきたい。また、スタンプ台のシート（紙）はど

のように考えているのか。 

・事 務 局： 機器類についてはすべて冬季においても耐えられるものを選定してお

り、動作温度、保管温度ともに問題ないことを確認している。プロジ

ェクターは単焦点のものを採用しており、一台で壁面全体を映すこと

ができる。畳の上に設置するが、畳の上に直接露出して置くのではな
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く、プロジェクターを囲う什器の中に設置する。これにより来館者が

誤って蹴って位置がずれてしまうなど、来館者の行動が故障につなが

る恐れがないよう対策している。スタンプ台のシートについてはラン

ニングコストが発生するものでもあるため、当初から受付で渡すパン

フレットの一面を使用することを想定し進めている。 

・構 成 員： メンテナンスフリーと伺ったが、他の施設でも故障している状況を見

ることがある。保証期間はあるのか。 

・事 務 局： メーカー保証は一年となっている。 

・構 成 員： 資料ではプロジェクターが結構大きいように見えるが、高さ的には問

題ないか。配線も景観的に支障のない見た目になっているか。 

・事 務 局： 高さとしては相当低く製作している。配線についても、基本的に床に 

        這わせる配線としているため、建物を傷めるような施工にはしていな 

い。 

・構 成 員： プロジェクター自体は高価なものなのか。故障の際、新規に予算要求

をすることが難しいこともあるのでは。 

・事 務 局： 業務用のプロジェクターであるため決して安価ではない。ただし事 

務局からも、機器の故障によってそこで解説している情報が失われて 

しまうことは避けたいと要望があった。そこで、映像の解説内容を布 

素材のもので同じく用意することで、機器が故障した際はそれを使い 

情報保障を行いたいと考えている。 

 

・構 成 員： ルートを二手に分けられるようにしていただき有難い。椅子（スツー

ル）について、ダイナミックジオラマの箇所には椅子があるが、プロ

ジェクターの部屋はどうか。高齢の方向けに座れるところがあると良

いと考える。 

・事 務 局： スツール自体は移動が可能なものである。畳の上に置くことの判断は 

必要だが、高齢の方や足腰の悪い方に対してどう対応するかといった 

ところは、今後運用側で判断いただければと考えている。なお、畳は 

今回すべて表替えをしているため、直接座ることも問題ない。 

・構 成 員： 直接畳に座って映像を観た場合、見え方等に問題はないか。 

・事 務 局： 立って観た際と座って観た際で見え方は変わるが、座った際に文字が 

隠れてしまったり、什器で隠れてしまったりといった構成にはなって 

いない。 

・構 成 員： 座布団を用意するなど、座っても良いような環境づくりをするのも一 

つの方法かと考える。映像は何分程度か。 

・事 務 局： 3分半～4分程度となる予定。 

・構 成 員： プロジェクターを設置する部屋は動線上のルートにもなっているため、

人の行き来がある。映像は 5 分程度ではあるが、そこに畳に座って観

ていただくことの支障もあるかもしれない。運用面で工夫が必要と考

えるので、今後運用しながら検討いただきたい。 

 

○次年度以降の整備内容とスケジュールについて 

  事務局より資料 3 に沿って説明（令和 8 年度基本設計業務の概要、スケジュール等） 

 

・構 成 員： 今回の整備は基本的には現状維持とし、劣化している部分等に手を加

える程度であるということがわかった。一方で、実施にあたり、昭和

59 年工事時の考え方を踏まえた上で実施する必要があるのではと考

える。エリアのゾーニング、園路など、特に文化財指定前にはなかっ

たと思われる部分について、どのような考え方でこれらを整理したの
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かを確認しておきたい。また、「憩いと触れあいのエリア」について、

以前公園整備の範疇と伺ったような記憶があるが、このエリアと史跡

エリアがどのように関係するのかを踏まえた整理をするのか、逆にこ

の史跡エリアの中だけでとらえるのか。確認をした方が良いのではと

考える。 

・事 務 局： 昭和 59年の工事の際にどのような目的で実施したかについては、工事 

報告書を見る限り多くは残っていない。前学芸員と文化庁とのやり取り 

で工事をしたという状況がある。そのため前学芸員にも聞き取りをしな 

がら実施していく必要があると考えている。また、今回の工事はただの 

修繕のみではなく、ここで何をするかといった活用を考えた修繕や工事 

をしていかなければならないと考えている。 

・事 務 局： 周辺の環境整備については、現段階では史跡エリアを向こう 3年かけ 

て整理していこうと考えている。その後周辺エリアについては、史跡 

エリアの盛り上がりなどに応じて考えていかなければならない部分だ 

と考えている。ただし向かい側の駐車場やトイレについては、駅逓所 

公開にあたって整備が行き届いていなければならない部分でもあるた 

め、そこを中心に検討していきたいと考えている。 

・構 成 員： ぜひお願いしたい。（駐車場やトイレなどは）道路を挟んで飛び地にな

って危険でもある。この道路の管理者はどこになるのか。安全対策な

どもできると良いかと考えるので、そこも含めて検討をお願いしたい。 

・事 務 局： 駅逓所に面した道路は市の管理となっている。関係部局含め、安全対

策についても協議していきたい。 

 

・構 成 員： 基本設計のあとはどういった計画で進めていくのか。また、来年度の 

基本設計の予算はどの程度か。また、3年かけて整備するとのことだ 

ったが、整備の内容によっては予算額も大きくなると考える。その予 

算の見通しはあるのか。 

・事 務 局： 基本設計を 1年かけて実施したのち、さらに 1年かけて実施設計を行 

う。実施設計においては、基本設計で描いたものを実際にどういった 

工法で実施していくのか、スケジュール的な面も含め具体的な内容を 

検討する。さらにその後に 1年かけて工事をするという計画としてい 

る。施工の予算については、実際に設計を組んでみてどういったこと 

をするか、あるいはどういったことができるかが決まってからとなる。 

さしあたって来年の予算については、1,200万円ほどを関連費用含め 

た予算として審議いただいている。 

・構 成 員： 大変な面もあるかと思うが注目度の大きな資源でもあるため、市民の

理解を得ながら前進していけたら良い。 

 

 

３ その他 

・事 務 局：本日をもって今年度の懇話会は終了となる。次年度は、一部構成員の見 

直しを行いながら引き続き懇話会を実施していきたいと考えている。 

 

４ 閉会 

 

 

 

  

 


